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(57)【要約】
【課題】乗物の室内の明るさを昼夜問わずに調整できる
乗物用調光システムを提供する。
【解決手段】乗物用調光システム１は、外部光が入射す
る入射部５と、入射部５に配された調光部材７と、乗物
３の室内に設けられた発光部９と、制御部１１と、を備
える。制御部１１は、調光部材７の透過率を制御し、か
つ発光部９の照度を制御する。乗物用調光システム１は
、室内の所定対象物の情報を取得する情報取得部１５を
備える。情報取得部１５は、所定対象物の情報を取得す
る各種センサからなるセンサ群より構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗物用調光システムであって、
　外部光が入射する入射部と、
　前記入射部に配された調光部材と、
　乗物の室内に設けられた発光部と、
　前記調光部材の透過率を制御し、かつ前記発光部の照度を制御する制御部と、を備える
乗物用調光システム。
【請求項２】
　更に、室内の所定対象物の情報を取得する情報取得部を、備え、
　前記制御部は、前記情報取得部によって取得された前記情報に基づいて、前記調光部材
の前記透過率を調整し、かつ、前記発光部の照度を調整する請求項１に記載の乗物用調光
システム。
【請求項３】
　前記制御部は、前記情報から得られる前記所定対象物の状態が、前記室内の明るさが予
め定められた第１閾値よりも低いことに起因して生じている状態であると判断される場合
には、前記発光部の照度を現状よりも高くするように制御し、
　前記情報から得られる前記所定対象物の状態が、前記室内の明るさが予め定められた第
２閾値よりも高いことに起因して生じていると判断される場合には、前記調光部材の前記
透過率を現状よりも低下させるように制御する請求項２に記載の乗物用調光システム。
【請求項４】
　前記情報が、前記所定対象物の明るさ、前記所定対象物の温度、まばたき回数、及び目
の瞳孔の径からなる群から選択される少なくとも１つである請求項２又は３に記載の乗物
用調光システム。
【請求項５】
　前記所定対象物は、複数の乗員であり、
　前記情報取得部は、複数の前記乗員の個々の個別情報を取得し、
　前記制御部は、前記乗員の個々の所定エリアの明るさが、それぞれ所定照度になるよう
に、前記調光部材の前記透過率を調整し、かつ、前記発光部の照度を調整する請求項２～
４のいずれか１項に記載の乗物用調光システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗物用調光システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　窓に貼り付けて外部光の透過を制御する調光部材を用いた車両用調光システムが知られ
ている（特許文献１参照）。この車両用調光システムは、調光フィルムの制御目標となる
制御モードの選択を受け付ける制御モード選択部と、調光フィルムの透過率を制御する駆
動制御部とを備えている。駆動制御部は、制御モード選択部により選択された制御モード
に基づいて、調光フィルムの透過率を調整する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－１７７１９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の車両用調光システムでは、以下の課題があった。すなわち、このシステ
ムは、調光フィルムの透過率の制御のみを行うシステムであるため、日中の日照時間のみ
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しか調光できないという課題があった。
　また、このシステムでは、車室内が明るすぎる場合に、外部光を遮って車室内の明るさ
を低減できるが、車室内が暗すぎる場合に、車室内の明るさを増加できない。
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、乗物の室内の明るさを昼夜問わずに
調整できる乗物用調光システムを提供することを目的とする。本発明は、以下の形態とし
て実現することが可能である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
〔１〕乗物用調光システムであって、
　外部光が入射する入射部と、
　前記入射部に配された調光部材と、
　乗物の室内に設けられた発光部と、
　前記調光部材の透過率を制御し、かつ前記発光部の照度を制御する制御部と、を備える
乗物用調光システム。
【発明の効果】
【０００６】
　本開示によれば、調光部材の透過率を制御しつつ、発光部の照度を制御するから、乗物
の室内の明るさを昼夜問わずに調整できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】乗物用調光システム１が搭載された乗物３を鉛直上方から見た概略図である。
【図２】乗物用調光システム１の全体構成を示すブロック図である。
【図３】調光部材７を示す分解斜視図である。
【図４】調光部材７の透過率の変化を示す概念図である。
【図５】照射範囲２７を示す概念図である。
【図６】乗物用調光システム１の処理手順の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　ここで、本開示の望ましい例を示す。
〔２〕更に、室内の所定対象物の情報を取得する情報取得部を、備え、
　前記制御部は、前記情報取得部によって取得された前記情報に基づいて、前記調光部材
の前記透過率を調整し、かつ、前記発光部の照度を調整する〔１〕に記載の乗物用調光シ
ステム。
　このようにすれば、所定対象物の情報に基づいて明るさが調整できるから、より適切な
調光をすることができる。
【０００９】
〔３〕前記制御部は、前記情報から得られる前記所定対象物の状態が、前記室内の明るさ
が予め定められた第１閾値よりも低いことに起因して生じている状態であると判断される
場合には、前記発光部の照度を現状よりも高くするように制御し、
　前記情報から得られる前記所定対象物の状態が、前記室内の明るさが予め定められた第
２閾値よりも高いことに起因して生じていると判断される場合には、前記調光部材の前記
透過率を現状よりも低下させるように制御する〔２〕に記載の乗物用調光システム。
　このようにすれば、所定対象物の状態が、より望ましくなるように、明るさがコントロ
ールされる。
【００１０】
〔４〕前記情報が、前記所定対象物の明るさ、前記所定対象物の温度、まばたき回数、及
び目の瞳孔の径からなる群から選択される少なくとも１つである請求項〔２〕又は〔３〕
に記載の乗物用調光システム。
　このようにすれば、所定対象物の明るさ、所定対象物の温度、まばたき回数、目の瞳孔
の径が、より望ましくなるように、明るさがコントロールされるから、乗員がより快適に



(4) JP 2020-192899 A 2020.12.3

10

20

30

40

50

過ごせるようになる。
【００１１】
〔５〕前記所定対象物は、複数の乗員であり、
　前記情報取得部は、複数の前記乗員の個々の個別情報を取得し、
　前記制御部は、前記乗員の個々の所定エリアの明るさが、それぞれ所定照度になるよう
に、前記調光部材の前記透過率を調整し、かつ、前記発光部の照度を調整する〔２〕～〔
４〕のいずれか１項に記載の乗物用調光システム。
　このようにすれば、個々の乗員に対して、それぞれ明るさを最適化できる。
【００１２】
　本発明の乗物用調光システム１を備える乗物３の実施形態について、図面を参照しなが
ら詳細に説明する。
　図１は、乗物用調光システム１が搭載された乗物３を鉛直上方から見た概略図である。
図２は、乗物用調光システム１の全体構成を示すブロック図である。
　乗物用調光システム１は、外部光が入射する入射部５と、入射部５に配された調光部材
７と、乗物３の室内に設けられた発光部９と、制御部１１（ＥＣＵ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ））と、を備える。制御部１１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、メモリ（例えば、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））等、を備
えている。制御部１１は、調光部材７の透過率を制御し、かつ発光部９の照度を制御する
。乗物用調光システム１は、室内の所定対象物の情報を取得する情報取得部１５を備える
。制御部１１は、情報取得部１５と、有線又は無線で情報通信可能とされている。制御部
１１は、調光部材７及び発光部９と、有線又は無線で情報通信可能とされている。
　なお、図示は省略したが、運転手等の乗員からの操作を受け付ける操作キー、操作ボタ
ン等の操作入力部も備えることができる。
【００１３】
　乗物３には、座席ＳＳ１、ＳＳ２、ＳＳ３、ＳＳ４が設けられている。座席ＳＳ１は運
転席とされている。座席ＳＳ１の搭乗者が、乗物３の運転手となる。
　外部光が入射する入射部５は、具体的には、運転席側の前席サイドウインドウ５Ａ、運
転席側の後席サイドウインドウ５Ｂ、助手席側の前席サイドウインドウ５Ｃ、助手席側の
後席サイドウインドウ５Ｄ、フロントウインドウ５Ｅ、及びリアウインドウ５Ｆとされて
いる。なお、入射部５として、ルーフウインドウ（図示せず）を備えていてもよい。
【００１４】
　調光部材７は、前席サイドウインドウ５Ａ、後席サイドウインドウ５Ｂ、前席サイドウ
インドウ５Ｃ、助手席側の後席サイドウインドウ５Ｄ、フロントウインドウ５Ｅ、及びリ
アウインドウ５Ｆのほぼ全面にそれぞれ配置されている。
　より具体的には、前席サイドウインドウ５Ａ、後席サイドウインドウ５Ｂ、前席サイド
ウインドウ５Ｃ、助手席側の後席サイドウインドウ５Ｄ、フロントウインドウ５Ｅ、及び
リアウインドウ５Ｆを構成する透明板材としての一例であるガラス板に、車内側から調光
部材７が貼り付けられている。なお、調光部材７は、車外側より貼り付けられてもよく、
また、各ウインドウの合わせガラスのガラス板間に中間膜を介して挟持されてもよい。
【００１５】
　調光部材７は、図３に示されるように、第１電極２１と第２電極２３との間に調光フィ
ルム２５が配置され、第１電極２１と第２電極２３との間に加えられた電圧によって透過
率を変化させるものが例示される。例えば、調光部材７は、図４の左図に示すように印加
時には透明又は高透過率となり、図４の右図に示すように非印加時には不透明又は低透過
率となる。
　調光フィルム２５として、（１）ＥＣ方式（Ｅｌｅｃｔｒｏ　ｃｈｒｏｍｉｃ）を用い
た調光フィルム２５、（２）ＳＰＤ方式（Ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ）を用いた調光フィルム２５、（３）ＶＡ（Ｖｉｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅ
ｎｔ）方式、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｃｅ



(5) JP 2020-192899 A 2020.12.3

10

20

30

40

50

－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式の液晶を用いた調光フィルム２５が好適に例示される。
　なお、ＥＣ方式を用いた調光フィルム２５は、一対の電極で調光層（電解質層）を挟ん
だ構造を有する。電極間の電位差に応じ、酸化還元反応を利用して調光層の色が透明と濃
紺との間で変化する。
　ＳＰＤ方式を用いた調光フィルム２５は、微粒子の配向を利用し、通常濃紺色に着色し
ているが、電圧をかけると透明に変化し、電圧を切ると元の濃紺色に戻るものであり、電
圧によって濃淡を調整できる。
　また、ＰＤＬＣ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ）方式を用いた調光フィルム２５を用いてもよい。ＰＤＬＣ方式を用いた調光フィルム
２５は、液晶層中に特殊なポリマーによるネットワーク構造体を形成させたもので、ポリ
マーネットワークの作用により、液晶分子の配列が不規則な状態を誘起して光を散乱させ
る。そして、電圧を印加することで、液晶分子を電界方向に配列させると、光が散乱され
ず、透明な状態となる。
【００１６】
　情報取得部１５は、所定対象物の情報を取得する各種センサからなるセンサ群より構成
されている。所定対象物としては、乗員、室内の各種部材が例示される。情報としては、
特に限定されないが、所定対象物の明るさ、所定対象物の温度、まばたき回数、目の瞳孔
の径が、好適に例示される。
　センサ群には、音声を認識するためのマイク１５Ａ、室内の画像情報を取得するカメラ
１５Ｂ等が含まれている。マイク１５Ａは、各乗員の個別の音声を識別して取得する機能
を有している。カメラ１５Ｂは、対象物の状態をセンシング可能に構成されている。
【００１７】
　制御部１１は、マイク１５Ａにより取得された音声情報、カメラ１５Ｂにより取得され
た画像情報等の入力データに基づいて演算を行い調光部材７の透過率を調整し、かつ、発
光部９の照度や照射範囲２７を調整する制御を行う。ＲＡＭ（演算領域）は、制御部１１
での一時的な演算データを保存する領域である。
【００１８】
　発光部９は、発光の光色、照度、色温度、コントラスト、照射範囲２７を調節可能な光
源を備える発光ユニットであり、車室内の照明等のために用いられている。発光部９の数
は特に問わず、１又は２以上とすることができる。
　発光部９は、可視光（例えば波長３８０ｎｍ～７５０ｎｍ）の他、以下の光色の光を出
すことができる。光色としては、例えば、波長３８０ｎｍ～４５０ｎｍに属する光色（紫
）、波長４５０ｎｍ～４９５ｎｍに属する光色（青）、波長４９０ｎｍ～５７０ｎｍに属
する光色（緑）、波長５７０ｎｍ～５９０ｎｍに属する光色（黄）、波長５９０ｎｍ～６
２０ｎｍに属する光色（橙）、波長６２０ｎｍ～７５０ｎｍに属する光色（赤）を例示で
きる。
【００１９】
　発光部９において調整される発光の照度とは、物体の表面を照らす光の明るさを表す物
理量でありルクスで表される。例えば相対的に明るい高照度（高ルクス）から暗い低照度
（低ルクス）の範囲で物理量毎に段階的に調整される。
　発光部９において調整される発光の色温度とは、光源が発している光の色を定量的な数
値で表現する尺度であり熱力学的温度のＫ（ケルビン）で表される。例えば相対的に温か
みのある電球色から温白色、白色、昼白色、昼光色等の種類の中から調整される。
　発光部９において調整されるコントラストとは、照明における明暗比であり、例えば相
対的に明暗がはっきりした高コントラストから明暗がぼやけた低コントラストまで数値毎
に段階的に調整される。
　発光部９において調整される照射範囲２７（照射エリア）とは、図５に示すように、発
光部９で光を照射する範囲のこという。照射範囲２７は、スポットライトのような狭面積
のものから広い範囲で光が行き渡る広面積の範囲まで段階的に調整される。例えば、照射
範囲２７は、食事の際に広くするように調整できる。また、読書の際には、本周辺部のみ
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に照射するスポットライトを採用できる。
【００２０】
　発光部９として、例えば光色、照度、色温度、コントラスト、照射範囲２７を一定範囲
で調節可能なＬＥＤ等を用いることができる。また、発光部９は、それぞれ発光色の異な
る複数の光源及びその駆動手段を備えて構成することもできる。具体的な例として、各光
源を、それぞれ発光色が赤、緑及び青色であるＬＥＤ素子とすることができる。発光部９
として発光色の異なる光源を複数備える場合には、各光源の混合比により光色を変化させ
ることができる。
【００２１】
　発光部９において、光源の駆動手段は、発光の光色、照度、色温度、コントラスト、照
射範囲２７を光源に指示するために制御部１１から送られた発光制御信号に基づいて、各
光源を駆動するように構成できる。駆動方式は特に問わず、例えばＰＷＭ（パルス幅変調
）方式を採用することができる。ＰＷＭ信号を用いる場合、その周波数及びデューティ比
によって各光源の駆動電力を制御することができる。駆動手段には、使用する光源の種類
や構造、特性等により、所望の光色、照度、色温度、コントラスト、照射範囲２７が得ら
れるように、各光源に対する供給電力を補正する機能を備えることが可能である。
【００２２】
　図６は、乗物用調光システム１の処理手順の一例を示すフローチャートである。この動
作プログラムは、制御部１１内のＲＯＭに格納されており、ＣＰＵによって実行される。
　マイク１５Ａから入力された音声が、乗物用調光システム１の起動指示であると判断さ
れる場合（ステップＳ１：ＹＥＳ）には、乗物用調光システム１が起動される。
　制御部１１は、カメラ１５Ｂによって取得された情報に基づいて、調光部材７の透過率
を調整し、かつ、発光部９の照度を調整する。
　詳細には、次のように、調光部材７の透過率と、発光部９の照度を調整する。まず、制
御部１１は、カメラ１５Ｂによって取得された乗員の顔の温度、乗員の顔の明るさ、乗員
の目のまばたき回数、乗員の目の瞳孔の径等の情報（以下、「所定情報」ともいう。）か
ら、室内の明るさが所定の第１閾値（下限値）より低いか否かを判断する（ステップＳ２
）。
　制御部１１は、所定情報から、室内の明るさが第１閾値よりも低いと判断する場合（ス
テップＳ２：ＹＥＳ）には、発光部９の照度を現状よりも高くする処理１を行う（ステッ
プＳ３）。なお、発光部９をオフ状態からオン状態にすることは、照度が０から上昇する
ことになるから、「発光部９の照度を現状よりも高くする処理１」に含まれる。
　他方、所定情報から、室内の明るさが第１閾値以上と判断する場合（ステップＳ２：Ｎ
Ｏ）には、制御部１１は、所定情報から、室内の明るさが所定の第２閾値（上限値）より
高いか否かを判断する（ステップＳ４）。制御部１１は、所定情報から、室内の明るさが
第２閾値よりも高いと判断する場合（ステップＳ４：ＹＥＳ）には、調光部材７の透過率
を現状よりも低下させる処理２を行う（ステップＳ５）。
　第１閾値と第２閾値との大小関係は、第１閾値＜第２閾値である。第１閾値と第２閾値
は、乗員が任意に設定できるようにしてもよい。
【００２３】
　なお、複数の乗員が乗っている場合に、カメラ１５Ｂは、複数の乗員の個々の個別情報
を取得し、制御部１１は、乗員の個々の所定エリアの明るさが、それぞれ所定照度になる
ように、調光部材７の透過率を調整し、かつ、発光部９の照度を調整してもよい。このよ
うな調整は、例えば、前席サイドウインドウ５Ａ、後席サイドウインドウ５Ｂ、前席サイ
ドウインドウ５Ｃ、助手席側の後席サイドウインドウ５Ｄ、フロントウインドウ５Ｅ、及
びリアウインドウ５Ｆの透過率を個別に調整するとともに、発光部９を複数設置して、各
発光部９の照度を個別に調整することで実現できる。ここで、乗員の個々の所定エリアと
は、例えば、顔、手元、足元等である。
【００２４】
　以上のように、乗物用調光システム１は、調光部材７の透過率を制御しつつ、発光部９
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の照度を制御するから、乗物３の室内の明るさを昼夜問わずに調整できる。
　また、乗物用調光システム１は、乗員の情報に基づいて明るさが調整されるから、より
適切な調光をすることができる。
　また、制御部１１は、乗員の状態が、室内の明るさが予め定められた第１閾値よりも低
く、暗いことに起因して生じている状態であると判断される場合には、発光部９の照度を
現状よりも高くするように制御する。例えば、室内が暗すぎて食事、読書等の乗員が望む
行動をしようとしても、視界が悪く、行動しにくい状態の場合に、発光部９の照度が現状
よりも高くなるから、乗員が快適に行動できるようになる。
　他方、制御部１１は、乗員の状態が、室内の明るさが予め定められた第２閾値よりも高
く、明るすぎることに起因して生じていると判断される場合には、調光部材７の透過率を
現状よりも低下させるように制御する。例えば、室内が明るすぎて乗員のまばたき回数が
多い状態や、外部光が強すぎて乗員の温度が高くなっている状態の場合に、調光部材７の
透過率を現状よりも低下するから、乗員が快適に過ごせるようになる。
　情報が、所定対象物の明るさ、所定対象物の温度、まばたき回数、及び目の瞳孔の径か
らなる群から選択される少なくとも１つである場合には、これらのパラメータがより望ま
しくなるように、明るさをコントロールできるから、乗員がより快適に過ごせるようにな
る。
　複数の乗員が乗っている場合に、カメラ１５Ｂは、複数の乗員の個々の個別情報を取得
し、制御部１１は、乗員の個々の所定エリアの明るさが、それぞれ所定照度になるように
、調光部材７の透過率を調整し、かつ、発光部９の照度を調整する場合には、個々の乗員
に対して、それぞれ明るさを最適化できる。
【００２５】
　前述の例は単に説明を目的とするものでしかなく、本発明を限定するものと解釈される
ものではない。本発明を典型的な実施形態の例を挙げて説明したが、本発明の記述及び図
示において使用された文言は、限定的な文言ではなく説明的及び例示的なものであると理
解される。ここで詳述したように、その形態において本発明の範囲又は本質から逸脱する
ことなく、添付の特許請求の範囲内で変更が可能である。ここでは、本発明の詳述に特定
の構造、材料及び実施例を参照したが、本発明をここにおける開示事項に限定することを
意図するものではなく、むしろ、本発明は添付の特許請求の範囲内における、機能的に同
等の構造、方法、使用の全てに及ぶものとする。
【００２６】
　本発明は上記で詳述した実施形態に限定されず、本発明の請求項に示した範囲で様々な
変形又は変更が可能である。
（１）上記実施形態では、乗物３として車両（自動車）を例示したが、その他にも地上の
乗物３としての列車や遊戯用車両、飛行用乗物としての飛行機やヘリコプター、海上や海
中用乗物としての船舶や潜水艇などの乗物３についても乗物用調光システム１を適用する
ことができる。
（２）上記実施形態では、乗物３の天井面にセンサ群より構成された情報取得部１５が配
置されている例を示したが、情報取得部１５の設置場所は特に限定されない。また、複数
のセンサを別々に異なる場所に配置することもできる。
（３）上記実施形態では、乗物３の天井面に発光部９が配置されている例を示したが、発
光部９の設置場所は特に限定されない。
（４）上記実施形態では、発光部９が２つの例を示したが、発光部９の数は適宜変更可能
である。
（５）上記実施形態では、所定対象物が乗員の例を示したが、所定対象物は適宜変更可能
である。例えば、所定対象物をシート、フロア等の室内の部品としてもよい。
（６）上記実施形態では、マイク１５Ａから入力された音声によって、乗物用調光システ
ム１が起動されることとしたが、乗物用調光システム１の起動方法は特に限定されない。
例えば、乗員がスイッチ等の操作部を操作することで、乗物用調光システム１が起動され
るようにしてもよい。



(8) JP 2020-192899 A 2020.12.3

10

20

【符号の説明】
【００２７】
１　　…乗物用調光システム
３　　…乗物
５　　…入射部
５Ａ　…前席サイドウインドウ
５Ｂ　…後席サイドウインドウ
５Ｃ　…前席サイドウインドウ
５Ｄ　…後席サイドウインドウ
５Ｅ　…フロントウインドウ
５Ｆ　…リアウインドウ
７　　…調光部材
９　　…発光部
１１　…制御部
１５　…情報取得部
１５Ａ…マイク
１５Ｂ…カメラ
２１　…第１電極
２３　…第２電極
２５　…調光フィルム
２７　…照射範囲
ＳＳ１…座席
ＳＳ２…座席
ＳＳ３…座席
ＳＳ４…座席
【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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